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がれき類の破砕におけるアスベスト（石綿）混入防止対策に係る 

立入検査結果について 

 

平成２３年１月２１日 

千葉県環境生活部廃棄物指導課 

TEL 043-223-2650 

 

千葉県では，がれき類の破砕施設を設置している事業所に対し，平成２２

年８月２７日付で再生砕石等へのアスベスト（石綿）の混入防止について  

徹底するよう通知を行い，９月から１２月にかけて立入検査を行いました。 

その結果がまとまりましたので，お知らせします。 

 

１ 対象事業所 

がれき類の破砕施設を設置している１０５事業所（参考１）。 

 

２ 立入検査内容 

がれき類の受入時の管理体制，保管状況等を調査し，スレート材，外壁材

等が混入していた１５事業所から試料を採取し，アスベスト（石綿）含有  

状況について分析を行いました。 

 

３ 立入検査結果及び指導内容 

採取した試料からアスベスト（石綿）が検出されたのは４事業所であり，

これらの事業所についてがれき類の破砕停止，混入防止策の作成及び実施，

排出元及び処理後物の搬出先の特定を指導しました。 

なお，採取した試料は，いずれも非飛散性の石綿含有産業廃棄物（参考２）

でした。 

また，４事業所については再度の立入検査を行いましたが，その際に採取

した試料からもアスベスト（石綿）が検出された２事業所については，環境

大気中のアスベスト（石綿）濃度を測定させ，いずれも大気汚染防止法に  

定める敷地境界基準（参考３）を下回っていることを確認しました。 

 

４ 今後の対応 

立入検査の結果，健康への影響はないものと考えておりますが，今後も  

アスベスト（石綿）混入防止を図るため，解体業者，中間処理業者等を対象

とした研修会を行うとともに，定期的な立入検査において実施状況を確認 

する等，引き続き混入防止の対策に努めてまいります。 
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参考 

１ 対象事業所 

法令の許可を得たがれき類の破砕施設を設置している１０５事業所。 

（１）他社の廃棄物の委託を受けて処理している中間処理業者 ８２事業所。 

（２）自社の廃棄物のみを処理している ２３事業所。 

 

２ 廃棄物処理法におけるアスベスト（石綿）の区分 

廃棄物処理法では，非飛散性の「石綿含有産業廃棄物」と飛散性の    

「廃石綿等」に区分されている。 

（１）石綿含有産業廃棄物 

工作物の新築，改築又は除去に伴って生じた産業廃棄物であって，アス

ベスト（石綿）をその重量の０．１パーセントを超えて含有するもの。 

例えばスレート材，外壁材などで過去に使われており，飛散性はない。 

 

（２）廃石綿等 

建築物から除去された吹付けアスベスト（石綿）やアスベスト（石綿）

を含む保温材等で，飛散性がある。 

 

３ 大気汚染防止法に基づく石綿製品製造工場に対する敷地境界基準 

大気中のアスベスト（石綿）の繊維数が１リットルにつき１０本を許容  

限度とする。 

なお，今回の敷地境界における測定結果は，最大で１リットルにつき  

０．９本であった。 

 






